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215．ガンマカメラを利用したフーリエ変換

　　　法によるRI　transaxial　tomOgraphy
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　近年，生体の横断断層像transaxial　tomographyを多

側面の体外計測より得られるprojectionデータから計算

機によって再合成する方法が試みられておりX線のtr・

ansmissionにょるEMI，　ACTA等のスキャナの成果は

画期的である．我々は体内に分布するRIのemission

scanによって同様の画像をガンマカメラとミニコンを利

用して検討した．廻転板に容量，濃度の異なるRIを含

んだファントムを置き，これをカメラにてある断面の側

面より3°または6°刻みで18Q°，360°にわたって計30，60

個のprojection像を測定しデータとした．この各projec－

tion像を高速フーリエ変換し，周波数面に極座標表現し

た．これをまず直交座標に変換し，座標の線形補間を行

った後フーリエ逆変換にて再生断層像を得た．予備実験

として水中の数本の線線源を用いてその再生断層像から

点応答（PSF）を測定したが，当然廻転による吸収差が

大きい部位でのPSFがより低質な結果を示した．測定

は原理的には180°の廻転で十分であるが被写体内での

RIの吸収を便宜的に是正するため360°廻転して互いに

反対側のデータを合計した．360°のものは180°のものよ

り仮影が少なくなり良質画像が得られた．3°と6°刻みの

データによる処理画像では余り大差は見られなかった

が，各projection像の解像力をハイパスフィルタにより

補正して計算した場合，再生画質の向上が多少認められ

た．また再生画像に従来，行われている画質改良処理を

施こすことによってもわずかに効果が認められた．いず

れにしても真のRI分布と概して良く一致し，本法は定

性的イメージングには実用に耐えうるものと考えられ

た．定量的イメージングとするためにはRIの内部吸

収，PSFが深さによって異なるという問題を解決する必

要があるが，本法はRIイメージ処理として将来，極め

て重要な地位を占めると考える．
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　On－axis型のフレネルゾーソプレートをコリメータに

用い，これのshadowを記録してγ線線源のホログラム

とするγ線ホログラフィをイメージングに応用し，レー

ザー光による光学変換でγ線イメージを再生する方法を

検討してきた．本報ではフィルムに記録されたshadow

ホログラムの濃度分布がおよぼす再生イメージへの影響

と断層効果について報告する．

　〔実験〕ホログラムのパターンはゾーンプレートで調

波分析された線源の周波数成分の分布を示し，中心が直

流成分で高周波成分は中心よりはなれて記録される．し

たがって，線源の大きさおよび形が複雑になるに従って

パターソも重なりの多いものになる．そこで線源の大き

さを種々変えて，ホログラムの周波数分布（濃度比）が

再生イメージにおよぼす影響をしらべるため，記録媒体

に分解能のよい同一X線フィルムを利用し比較検討し

た．また，ファントームによる種々の深さでのホログラ

ムを得，断層イメージの再生を行った．

　〔結果・考察〕on－axis型のフレネルゾーンプレートに

ょるshadowホログラムからの再生γ線イメージは点状

および線状（文字やリング）線源では分解能もよいが甲

状腺ファントームのように低周波成分を多く含む線源の

場合，ホログラムの画質も悪く，従って再生も十分でな

い．本報ではその点に注目し，ホログラムの中心部付近

すなわち低周波成分領域の記録濃度の飽和による情報の

損失を少なくし，再生イメージの画質の向上を計った．

　なお，断層イメージについては使用ゾーンプレートコ

リメータでの分解能をファントームで検討した．

Presented by Medical*Online


	0574



